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植物が有するエピジェネティック修飾機構と接ぎ木を利用した世界初の品種改良法。

標的遺伝子のみの編集、塩基配列は変わらなく、外来遺伝子は存在しない。
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篩管長距離輸送 接ぎ木点

siRNA 供与体

１．低アミロース澱粉生産塊茎

２．低温貯蔵中の難糖化性塊茎

エピゲノム編集ジャガイモの獲得に成功

エピゲノム編集塊茎
→栽培で増殖

根からの再分化体 塊茎

増殖されるシュートがエピゲノム編集体

①培養体間の接ぎ木だけで改良。

②外来遺伝子は不在、塩基配列も不変。

③siRNA 供与体は他品種にも使用可。

④エピゲノム編集遺伝子の積み重ねが可能。

⑤接ぎ木可能の多くの作物に適用。
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